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       いばらきまちづくり通信 

つどえ～る！ 

 

  

 

町の情報ステーション 
 えどさき笑遊館がオープンして  

（稲敷市）  

 
○笑遊館オープンにいたるまで 
えどさき笑遊館がまちの憩いの場になっていま

す。  
 稲敷市江戸崎は古く江戸時代から小野川に沿っ

て発展し、昔から交通・商業の拠点であり、まち

の中心部には商店街が形成されるなど、様々な人

や舟が行き交う活気のあるまちでした。  
 しかし、最近は車社会の進展により江戸崎近郊

にできた大型ショッピングセンターなどに買い物

客が集まり、休日になるとまちの中心部に人の往

来が少なくなってしまいました。  
そこで、中心市街地の活性化にむけて町の商工

会が主体となり検討を重ねた結果、  
○地域生活者のコミュニケーション促進の場  
○中高年・女性に対する日常生活のためのサービ

スの提供  
○商店の専門性の追求による顧客満足を通して

の社会貢献  
 を基本コンセプトとして、中高年や女性にやさ

しい街、ゆとりや安心、安全、清潔、人情がある

街を目指すことになりました。  
 そして平成１５年度に商店街利用者にアンケー

ト調査を行った際、高齢者や学生等が休憩できる

場所や公衆トイレがないなどという意見がありま

した。  
 そこで空き店舗を有効活用し、バスの待ち時間

や空いた時間をすごせる憩いの場を提供できるコ

ミュニティースペースづくりを実現することにな

り、営業していない歴史のある旅館を借り受けて、

平成１６年７月にえどさき笑遊館がオープンしま

した。  
 
 

 

     

 えどさき笑遊（しょうゆう）館という名前の由

来は、えどさきのまちで昔醤油づくりが盛んであ

ったことをきっかけとしてつけられました。    

    
             

 
     （えどさき笑遊館正面）  

 
○笑遊館の特徴 
☆ 休憩所として利用  
 元旅館であった建物の前面部分を一部改築し、

テーブル、椅子を設置し休憩所として利用してい

ます。近くにＪＲ駅（バスターミナル）があり、

バスの待ち時間に笑遊館を利用している方も多

いです。またトイレは靴を脱いで建物に入った中

ほどにあります。 
☆ 商店街のお店の情報発信基地  
 休憩所の脇にボックス棚を設置し、１つ１つの

ボックス棚が各商店のＰＲスペースになってお

り、各々が創意工夫をこらしたＰＲを行っていま

す。  
☆ 市広報・観光情報の発信コーナー 
市観光協会や市などの協力をえて、観光ガイドや

広報誌を常備し、情報を発信しています。特に７

月の江戸崎祇園祭や８月のえどさき夏まつりの

時には市観光協会と連携してＰＲを行っていま

す。 

 街角レポート 
このコーナーでは、県内外のまちづくりやちょっ

と素敵なまちなかのお店や施設などをレポート

し皆さんにご紹介します。  
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（休憩所及び商店街ＰＲボックス）  

 
☆ お茶のサービス（セルフサービス）  
  寒い冬の時期は本当に助かります。お弁当を休
憩所で食べながら利用されている方もいらっし

ゃいます。  
☆ インターネットの利用  
 特に小・中学生がよく利用しているようです。

夏休みなど学校が休みの時期になると数台ある

パソコンが常時使われていて順番に利用してい

ます。  
☆ リサイクル本やマンガの有効利用  
 空いているボックス棚に本やマンガなどが置

いてあり、自由に読むことができます。  
☆ えどさきの歴史を写真で  
市観光協会の協力をえて、明治時代から昭和中期

頃までの写真を展示しています。  
 

 
（昔の旅館の雰囲気を醸し出しています）  

  

○ 笑遊館の運営・効果 
オープンから１年以上がたち、現在の利用状況

は１日平均２０～３０人です。笑遊館の運営を始

めた当初は施設の管理を商店主の方が交代で行

っていました。しかし店の経営のため笑遊館を留

守にすることもあったそうです。それを見かねた

ご近所の方がボランティアで交代に店番をする

ことを快く受け入れてくださいました。まちの人

達が一体となって笑遊館を支え、コミュニティの

場を提供しています。  
さらに笑遊館オープン後商店街の中に駐車場

を整備し、車利用の方も気軽に商店街に立ち寄れ

るようになりました。またこの駐車場を利用して

笑遊館で実施したアンケート結果をもとに笑遊

まつりが盛大に実施されました。今後商店街で

は、各店舗全面の改装を行い、個性あふれる街づ

くりを目指しています。  
先頃、桜川市（旧真壁町）の皆さんによるえど

さき笑遊館への視察がありました。笑遊館ができ

たおかげでまちとまちとの交流が始まっていま

す。その他テレビ撮影の合間に俳優さんが休憩し

ている写真が館内にあったりと、様々な方が利用

しているのが伺われます。  
旧江戸崎のまちを囲んでいる霞ヶ浦や小野川

周辺の水辺には、冬の間国の天然記念物のオオヒ

シクイが飛来しており、関東地方で唯一の雁類の

飛来地として注目されています。古くからの歴史

ある街であり、自然環境にも恵まれ、欽ちゃん球

団の本拠地でもある稲敷市！その中で町の情報

ステーション笑遊館は着実にまちの中に根付い

ています。  

 
 えどさき商店街マップ。笑遊館営業時間は午前１０時

から午後６時まで（１２月から３月までは午後５時まで） 

お問い合わせ先 えどさき笑遊館 ０２９－８９２－２１１７ 



 


